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■
建
設
場
所

　

建
設
場
所
は
、
旧
奈
良
県
東
部
農
林
振
興
事

務
所
跡
地
と
、
隣
接
す
る
旧
三
洋
堂
書
店
跡
地

で
す
。
こ
の
土
地
は
、
宇
陀
川
を
南
に
配
し
、

自
然
豊
か
な
風
景
が
あ
り
、
市
内
各
地
か
ら
の

ア
ク
セ
ス
が
良
く
、
医
療
施
設
や
商
業
施
設
な

ど
の
生
活
サ
ー
ビ
ス
施
設
が
集
約
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
若
い
世
代
の
居
住
人
口
が
多
く
、

子
育
て
ニ
ー
ズ
が
高
い
地
域
で
す
。

　

約
６
８
０
０
㎡
の
広
い
敷
地
面
積
は
、
こ
ど

も
園
お
よ
び
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
設
置
や

運
動
会
が
開
催
で
き
る
園
庭
に
必
要
な
面
積
を

有
し
て
お
り
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
し
た
、

子
育
て
世
代
に
と
っ
て
魅
力
の
あ
る
場
所
で
す
。

■
認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い
て

　

認
定
こ
ど
も
園
と
は
、
小
学
校
就
学
前
の
子

ど
も
に
教
育
・
保
育
を
一
体
的
に
提
供
す
る
機

能
を
持
ち
、
幼
稚
園
と
保
育
園
の
両
方
の
良
さ

を
併
せ
持
つ
施
設
の
こ
と
で
す
。
保
護
者
の
就

労
状
況
が
変
化
し
た
場
合
で
も
、
通
い
慣
れ
た

園
を
継
続
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
子
育
て
支
援
事
業
の
内
容

●
保
育
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
相
談　

●
一
時
預

か
り
事
業　

●
延
長
保
育
事
業　

●
子
育
て
相

談
・
情
報
提
供　
●
病
後
児
保
育
事
業

■�

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て

　

全
て
の
妊
産
婦
・
子
育
て
世
帯
・
子
ど
も
が

気
軽
に
相
談
で
き
る
相
談
支
援
機
関
で
あ
る
と

と
も
に
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
切
れ
目

な
く
支
え
る
子
ど
も
・
家
庭
・
地
域
の
子
育
て

機
能
の
総
合
支
援
拠
点
で
す
。

【
対
象
者
】

　

市
民
で
18
歳
未
満
の
全
て
の
子
ど
も
と
そ
の

家
庭
お
よ
び
妊
産
婦

■�

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の

運
営
内
容

■
子
育
て
支
援
部
門

　

子
育
て
中
の
親
子
の
交
流
促
進
や
育
児
相
談
、

地
域
の
子
育
て
力
育
成
、
子
育
て
支
援
活
動
の

後
押
し
等
、
す
べ
て
の
市
民
が
安
心
し
て
出
産
・

子
育
て
で
き
る
よ
う
に
、子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
ま
す
。

　

自
由
に
遊
べ
る
よ
う
に
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
を

開
放
・
駅
前
託
児
室
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
・
親
子
教
室
・
子
育
て
講
座
・

子
育
て
サ
ー
ク
ル
支
援

■
母
子
保
健
事
業
部
門

　

妊
産
婦
の
健
康
支
援
、
乳
幼
児
の
健
康
診
査

と
い
っ
た
母
子
保
健
事
業
に
あ
わ
せ
て
、
妊
娠

期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る
切
れ
目
の
な
い
支

援
を
行
い
ま
す
。

母
子
保
健
・
不
妊
治
療
・
不
育
症
治
療
費
助
成
・

妊
娠
届
・
発
達
相
談
支
援

■
事
業
経
過

■
議
会
へ
の
報
告
、
承
認

　
令
和
５
年
３
月
に
市
議
会
へ
「
建
設
候
補
地
」

を
説
明
し
、
整
備
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
報
告

し
ま
し
た
。

　

６
月
に
は
、
建
設
基
本
計
画
な
ど
の
予
算
を

議
会
承
認
い
た
だ
き
、
９
月
に
は
、
設
計
業
務

予
算
、
12
月
に
は
、
基
本
計
画
の
報
告
、
令
和

６
年
３
月
に
は
、
用
地
購
入
費
な
ど
の
予
算
、

６
月
に
は
、
建
設
工
事
予
算
と
そ
れ
に
と
も
な

う
債
務
負
担
、
用
地
を
取
得
す
る
こ
と
に
つ
い

て
承
認
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
少
子
化
が
進
む
中
で
、
子
育
て
世
代
の
皆
さ
ん
は
多
様
な
暮
ら
し
方
、
働
き
方
が
で
き
る
よ
う
に
、
充
実
し
た
就
学
前
教
育・保
育
を
求
め
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
市
で
は
、「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
」
の
実
現
を
目
指
し
て
、榛
原
幼
稚
園・榛
原
東
幼
稚
園・榛
原
北
保
育
園
を
統
合
し
た
「
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
」

と
妊
娠
期
か
ら
出
産
・
子
育
て
期
を
切
れ
目
な
く
支
援
す
る
た
め
の
「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」
を
整
備
し
ま
す
。

保
護
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
早
期
の
開
設
を
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
し
い
施
設
は
ど
ん
な
も
の
か
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

問

こ
ど
も
未
来
課
（
☎
82
・
２
２
３
６
／
IP
☎
88
・
９
０
８
０
）

区分 【教育認定】
満 3 歳以上（４月１日時点）

【保育認定】
生後７か月～（４月１日時点）

開園日 月曜日～金曜日
( 祝祭日を除く )

月曜日～金曜日
( 祝祭日を除く )

教育時間 平日 午前８時 30 分～午後 2 時
（水曜日のみ午後１時30分まで） ー

土曜日 なし ー
教育および
保育時間

平日 ー 午前７時 30 分～午後６時 30 分
土曜日 ー 午前７時 30 分～午後 4 時 30 分

長期休園日 春夏冬休業・年末年始 年末年始

■こども園の定員および運営内容
　こども園の定員　180人
◆開園時間

榛
原
地
域
就
学
前
施
設
・
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

�

令
和
８
年
４
月
開
設

■
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
報
告
、
説
明

　

令
和
5
年
11
月
、
第
20
回
こ
ど
も
・
子
育
て

会
議
で
報
告
、
令
和
6
年 

2
月
、
計
画
位
置
や

施
設
の
概
要
報
告
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
コ
ド
モ

ン
）、
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
案
内
（
地
元
自
治
会
回

覧
）、
7
月
に
は
、
基
本
設
計
の
報
告
（
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
・
コ
ド
モ
ン
）、
8
月
に
は
、
保
護
者
説

明
会
・
住
民
説
明
会
・
解
体
工
事
地
元
説
明
会

を
開
催
し
、
令
和
6
年
10
月
、
地
元
自
治
会
長

へ
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
保
護
者
説
明
会
・
住

民
説
明
会
の
質
疑
応
答
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
表
し
て
い
ま
す
。

【
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
】

　

ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
内
で
市
民
の
皆
さ
ん
に
意
見

募
集
を
行
い
ま
し
た
。

・�

少
子
化
に
な
っ
て
い
る
の
で
お
友
達
作
り
が

で
き
て
い
い
。

・�

立
地
も
良
く
、
政
府
が
進
め
て
い
る
少
子
化

対
策
に
沿
っ
た
前
向
き
で
建
設
的
な
政
策
だ

と
思
う
。

・�

駅
の
近
く
に
作
る
こ
と
は
、
大
変
良
い
こ
と

だ
と
思
う
。

・�

と
て
も
素
敵
な
施
設
に
な
る
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
輪
が

広
が
り
、 

宇
陀
市
が
良
く
な
っ
て
い
っ
た
ら
す

ご
く
う
れ
し
い
。

■
防
災
対
策

　

こ
の
地
域
は
、
宇
陀
川
に
面
し
て
お
り
、
伊

勢
湾
台
風
や
昭
和
57
年
の
台
風
第
10
号
（
大
和

川
大
水
害
）、
平
成
29
年
の
台
風
第
21
号
な
ど
に

よ
る
大
雨
を
経
験
し
て
い
ま
す
が
、
建
設
地
付

近
は
、
一
度
も
宇
陀
川
が
氾
濫
し
、
浸
水
し
た

こ
と
は
な
く
、
河
岸
が
崩
壊
し
た
こ
と
も
あ
り

ま
せ
ん
。

　

万
一
に
備
え
て
、
園
の
建
物
は
、
巨
大
地
震

や
洪
水
に
耐
え
ら
れ
る
強
固
な
建
築
物
と
し
て

設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
早
め
の
避
難
行
動
に
つ
な
げ
る
た
め

に
「
避
難
確
保
計
画
」
を
策
定
し
、
園
児
の
安

全
を
第
一
に
考
え
た
防
災
対
策
を
徹
底
し
ま

す
。

プレイルームプレイルーム

ウッドデッキウッドデッキ
■
住
民
説
明
会

　

整
備
事
業
に
関
す
る
住
民
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

【
日
時
】
12
月
８
日
（
日
）
午
後
1
時
30
分
～

【
場
所
】
榛
原
農
林
会
館

う
だ
ぢ
か
ら

ま
ち
の
わ
だ
い

み
ん
な
で
子
育
て

お
知
ら
せ

掲
示
板

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

7

病
院
・
あ
ん
し
ん

う
だ
チ
ャ
ン
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市職員の給与と職員数など、　　　　
人事行政の運営状況をお知らせします

　地方公務員法第 58 条の２の規定に基づき、市の人事行政運営の公正性と透明性を高める目的で、職員
の給与や職員数、勤務条件などを公表します。� 問人事課（☎ 82・1303／ IP ☎ 88・9069）

部　　　　　局
職　員　数 対前年

増減数
対前々年
増減数R4 年 R5 年 R6 年

（1）　市長の事務部局の職員 496 503 527 24 31
ア　一般事務部局の職員 305 312 310 △ 2 5
　（内訳）　本庁 289 297 295 △ 2 6
　　　　　大宇陀地域事務所 6 5 5 0 △ 1
     　       菟田野地域事務所 5 5 5 0 0
   　         室生地域事務所 5 5 5 0 0
イ　宇陀市立病院の職員 191 191 217 26 26

（2）　議会事務局の職員 4 4 5 1 1
（3）　市営水道の事務部局の職員 15 15 16 1 1
（4）　介護老人保健施設さんとぴあ榛原の職員 36 37 39 2 3
（5）　教育委員会の事務部局の職員 57 57 55 △ 2 △ 2
合　　計（1）+（2）+（3）+（4）+（5） 608 616 642    26    34

区　分 職員数（人）
20 歳未満 1

20 ～ 23 歳 22
24 ～ 27 歳 55
28 ～ 31 歳 52
32 ～ 35 歳 52
36 ～ 39 歳 62
40 ～ 43 歳 53
44 ～ 47 歳 56
48 ～ 51 歳 85
52 ～ 55 歳 99
56 ～ 59 歳 58
60 歳以上 47

計 642

■部局別職員数の状況と増減数
■年齢別職員構成

（各年 4 月 1 日現在） （令和 6 年 4 月 1 日現在）

※年齢別職員構成をみるとバランスが悪く特に 40 代未満の職員が非常に少ないため、30 歳代の職務経験者の採用を行う
など、将来の組織作りを見据えた取り組みを行っています

区　　　分
初任給（円） 宇陀市：経験年数別給料月額　（円）

宇陀市 国 5 ～ 10 年未満 10 ～ 15 年未満 15 ～ 20 年未満

一般行政職 大学卒 202,400 196,200 254,000 286,000 323,800
高校卒 170,900 166,600 ー － －

技能労務職 高校卒 170,900 ー ー － 257,600

■職員の初任給および経験年数別・学歴別平均給料月額の状況　（令和 6 年 4 月 1 日現在）

※経験年数とは、学校卒業後直ちに採用され引き続き勤務している年数です

区　分 職員数
（人） A

給　　　与　　　費　（千円） 一人当たり給与費
（千円）B/A給料 職員手当 期末・勤勉手当 計　　B 対前年比較

R3 年度 348 1,349,339 248,100 556,632 2,154,071 △ 62,108 6,190
R4 年度 338 1,291,435 256,601 492,145 2,040,181 △ 113,890 6,036
R5 年度 340 1,295,631 253,105 541,844 2,090,580 50,399 6,149

■職員給与費の状況　（普通会計決算）

○普通会計とは、市の全部の会計から公営企業などの特別会計（病院、水道、介護老人保健施設、下水道など）を除いたものです

職員数は、各年
４月１日現在にお
ける普通会計に属
する職員数

区　分 住民基本台帳
人口（人）

歳出額（千円） 
A

実質収支
（千円）

人件費（千円） 
B

人件費率 
B/A（％）

人件費対前年
比較（千円）

R3 年度 28,388 19,318,292 393,639 3,324,529 17.2 △ 104,557
R4 年度 27,697 19,480,722 465,604 3,058,178 15.7 △ 266,351
R5 年度 27,094 20,040,259 399,918 3,132,311 14.9 　　74,133

■人件費の状況　（普通会計決算）

※人件費には、職員給与のほか、議員・委員等報酬、特別職給料、市町村職員共済組合負担金などを含みます

住 民 基 本 台
帳人口は、各年
3 月 31 日現在
の人口

給与、職員の任免および職員数に関する状況
◆職員数は令和５年度から令和６年度において、新規採用者数が 83人、退職者数 57人、全体で 26人の増数となりました。

職員の勤務時間・その他の勤務条件の状況
■勤務時間

※週休日、祝日に開館している施設については、4 週間で 8 日の
週休日を設けています

■職員の服務（地方公務員法第 30条に基づく）
①法令等及び上司の職務上の命令に従う義務　②信用失墜行為の
禁止　③秘密を守る義務　④職務に専念する義務　⑤政治的行為
の制限　⑥争議行為等の禁止　⑦営利企業等の従事制限

■職員の研修の状況
○奈良県市町村職員研修センター実施分
各種階層別研修（新規採用 / 課長級職員研修 / 課長補佐級職員研
修 / 係長研修　等）
専門研修（パソコン研修 / 滞納整理実務研修 / 選挙事務実務研修 /
メンタルヘルス研修 / 法学研修　等）

■独自研修
新規採用職員研修／労務管理／ハラスメント／タイムマネジメント／
人事評価研修　など

月～金曜日（休日・祝日を除く）
午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分（うち休憩時間 60 分）

■年次有給休暇、特別休暇
○年次有給休暇：1 年に 20 日（現年付与分のみ繰り越し可能）
○病気休暇：負傷または疾病のため療養する場合の休暇（90 日）
○�特別休暇：骨髄提供のための休暇、裁判員等として出廷するための

休暇、ボランティアのための休暇、結婚休暇、産前・産後休暇　など

区　分 期末手当 勤勉手当 1 人当たり平均
支給額

宇陀市 2.45 月分 2.05 月分 1,456 千円
国 2.45 月分 2.05 月分 －

手当の名称 支給実績（千円） 1 人当たり平均
支給額（千円）

地域手当※ 41,586 114
特殊勤務手当※ 2,995 34
時間外勤務手当 78,772 298
扶養手当 33,287 218
住居手当 15,742 286
通勤手当 26,715 94
管理職手当 50,495 561

区　　分 自己都合 勧奨・定年

支
給
率

勤続 20 年 19.6695 月分 24.586875 月分
勤続 25 年 28.0395 月分 33.27075 月分
勤続 35 年 39.7575 月分 47.709 月分
最高限度 47.709 月分 47.709 月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置
（定年前 1 年につき 3％）

1 人当たり平均支給額 10,556 千円 21,965 千円

区　　分 給料・報酬月額（円） 期末手当 勤勉手当 退職手当（算定方法）

給料
市　長 697,000（820,000）

3.40 月分 －
給料月額×勤続年数× 520 ／ 100

副市長 612,000（680,000） 　　　　〃　　　　× 330 ／ 100
教育長 513,000（570,000） 　　　　〃　　　　× 240 ／ 100

報酬
議　長 430,000

3.40 月分 －副議長 360,000
議　員 330,000

処分の種類 処分者数（人） 処分の種類 処分者数（人）
分
限
処
分

降　任 0 懲
戒
処
分

戒　告 0
免　職 0 減　給 0
休　職 33 停　職 1
降　給 0 免　職 0

■特別職の報酬などの状況　（令和 5 年度分）

■期末・勤勉手当の状況（令和 5 年度分）

■その他の手当の状況　（令和 5 年度　普通会計決算）

■退職手当の状況　（令和 6 年 3 月 31 日現在）

○市では、平成 26 年 4 月か
ら市長は給料月額の 15％、
副 市 長 お よ び 教 育 長 は
10％の減額措置を実施し
ています。

　（　）は、給料減額前の額
です。

※地域手当：民間賃金の高い地域との給与水準の調整を図るため
支給する手当をいいます

※特殊勤務手当：著しく不快、不健康または困難な勤務に対して
給与上の特別な考慮を行うため、その勤務の特殊性に応じて支
給する手当をいいます

市職員の給与は、「宇陀市の一般職の職員の給与に関する条例」のほか、関係条例・規則等の規定に基づき
支給しています。また、市職員の定員管理等の詳しい内容は、市ホームページで来年 5 月頃公表します。

分限・懲戒処分、公平委員会への措置要求、不服申立

区　　分 件数
勤務条件に関する措置の要求 0
不利益処分に関する不服申立て 0

■公平委員会の状況　（令和 5 年度）

※職員は、給与など勤務条件に関し、公平委員会に対し、
市の当局より適当な措置をとられるよう要求することが
できます。また、懲戒処分など不利益な処分を受けたと
きは、同委員会に対し不服申立てをすることができます

■分限処分と懲戒処分　（令和 5 年度）
※分限処分とは、心身の故障等により職務を果たせない場合

に公務能率を維持するための処分をいいます
※懲戒処分とは、公務員としてふさわしくない非行があった

場合に行う処分をいいます

区分
再就職の届出が
あった者（人）

再就職先（人）

民間企業 国・地方
公共団体 公共的団体等

課長級以上の職
にあった職員 6 ― 6 0

■退職者の再就職状況の概要
（令和 6 年 3 月 31 日退職者）
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収益 5 億 3,774 万円
営業収益 2 億 8,501 万円
給水収益 2 億 8,474 万円

その他 27 万円
営業外収益 2 億 5,273 万円

費用 4 億 9,932 万円
営業費用 4 億 7,717 万円

給与費 3,717 万円
県水受水費 8,836 万円
減価償却費 2 億 7,137 万円
その他 8,027 万円

営業外費用 1,739 万円
特別損失 476 万円

収益 2 億 2,617 万円
施設運営
事業収益 2 億 2,006 万円

介護報酬収益 1 億 8,811 万円
施設利用料収益 3,174 万円

その他 21 万円
施設運営事業外収益 608 万円

特別収益 ３万円

収益 921 千円
営業外収益 921 千円

雑収益等 921 千円

費用 2 億 2,641 万円
施設運営事業費用 2 億 2,358 万円

給与費 1 億 5,093 万円
材料費 1,721 万円
経　費 4,556 万円

減価償却費など 988 万円
施設運営事業外費用 244 万円

特別損失 39 万円

費用 1,291 千円
美榛苑経営費 347 千円
営業外費用 944 千円

支払利息等 333 千円
雑支出 611 千円

予 備 費

公 債 費

災害復旧費

教 育 費

消 防 費

土 木 費

商 工 費

農林水産業費

衛 生 費

民 生 費
総 務 費

議 会 費

その他交付金等

県支出金

国庫支出金

市  債

地方交付税

その他自主財源

繰 越 金

市  税

歳 入　収入済額　96億 8,299万円 （収入率42.0％） 歳 出　支出済額　95億1,088万円 （執行率41.3％）

（億円） （億円）予算額 執行済額　%は予算に対する執行率

0 10 20 30 40 50 60 70

1億3,936万円
（7,244万円・52.0%）

29億8,483万円
（9億1,082万円・30.5％）

（27億6,413万円・40.5％）
29億2,854万円

（11億7,656万円・40.2%）

（1億6,198万円・16.4％）

（1億9,579万円・23.9%）
11億7,283万円

（2億9,991万円・25.6%）
11億8,060万円

（5億5,773万円・47.2%）
31億1,310万円

（20億1,760万円・64.8%）
4億3,002万円

（1億7,294万円・40.2％）
24億2,718万円

（11億8,098万円・48.7%）
2,743万円

（0円・0.0％）

23億6,136万円
（13億8,084万円・58.5%）

5億8,807万円
（6億6,447万円・113.0%）

27億8,950万円
（3億9,721万円・14.2%）

34億500万円
（0円・0.0％）

（9億5,164万円・29.8%）
12億1,961万円

（8,040万円・6.6%）
12億12万円

（5億9,317万円・49.4%）

 9億8,619万円

8億1,912万円

68億2,741万円

100 80 60 40 20 0

（56億1,526万円・67.8%）

31億9,295万円

82億8,000万円

予
算
執
行
状
況
報
告

皆
さ
ん
に
市
の
財
政
状
況
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
各
会
計
の
上
半
期
執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。     

　
　
　
　
問
財
政
課
（
☎
82
・
１
３
０
５
／
IP
☎
88
・
９
０
７
１
）
※
企
業
分
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
各
企
業
へ

介護老人保健施設事業

水 道 事 業

美 榛 苑 事 業

特別会計名 予算現額（9月末現在） 収入済額 支出済額
住宅新築資金等貸付事業 2 億 4,187 万円 1,097 万円（  4.5％） 2 億 3,961 万円（99.1％）
霊苑事業 1,910 万円 1,907 万円（99.8％） 268 万円（14.0％）
国民健康保険事業（事業勘定） 42 億 1,030 万円 16 億 6,995 万円（39.7％） 14 億 1,118 万円（33.5％）
国民健康保険事業（診療施設勘定） 7,710 万円 1,295 万円（16.8％） 2,887 万円（37.4％）
介護保険事業 40 億 9,000 万円 18 億 8,250 万円（46.0％） 16 億 5,192 万円（40.4％）
後期高齢者医療事業 6 億 8,290 万円 2 億 3,481 万円（34.4％） 2 億 3,067 万円（33.8％）

合計 93 億 2,127 万円 38 億 3,025 万円（41.1％） 35 億 6,493 万円（38.2％）

特別会計特別会計は、特定の事業を行う場合に一般会計と区別して経理するための会計です。
宇陀市では、6 つの会計があります。

企業会計民間企業のように利用料金などの収益
で運営している会計で、市では水道局・

市立病院・さんとぴあ榛原・美榛苑を企業運営しています。

令
和
6
年
度
上
半
期

（
４
月
～
９
月
）

収益 19 億 262 万円
医業収益 16 億 4,586 万円

入院収益 10 億 3,907 万円
外来収益 5 億 3,068 万円
その他 7,611 万円

医業外収益 2 億 5,636 万円
特別利益 40 万円

費用 19 億 6,047 万円
医業費用 19 億 3,195 万円

給与費 11 億 2,288 万円
材料費 2 億 5,825 万円
経　費 3 億 8,409 万円

減価償却費 1 億 6,307 万円
研究研修費 366 万円

医業外費用 2,538 万円
特別損失 314 万円

市 立 病 院 事 業

収益 3 億 7,243 万円
営業収益 1 億 766 万円
下水道使用料 1 億 739 万円
雨水処理負担金 25 万円
その他営業収益 2 万円

営業外収益 2 億 6,477 万円

費用 3 億 2,854 万円
営業費用 3 億 1,371 万円

給与費 653 万円
維持管理経費 6,171 万円
減価償却費 2 億 4,547 万円

営業外費用 1,483 万円

下 水 道 事 業

うだ産フェスタ 2024 を開催しました
　総合体育館で「うだ産フェスタ 2024」を開催しました。
宇陀市における特産品や自慢の産品の販売、市内企業・各種団体の展示や PR、薬草関連商品や毛皮革製品の販売や紹介、
お子さん向けの催しやステージイベントなどが行われました。今年は総勢 70 台以上のスーパーカーを展示するイベント
も共同開催しました。
　２日間あわせて、昨年の約 6,500 人を大きく上回る約 18,000 人の方が来場され、参加者は宇陀の魅力や多彩な催しを
満喫されました。

問商工産業課（☎ 82・5874 ／ IP ☎ 88･9075）

一般会計福祉や教育をはじめ、市の行政運営の基本的な経費が計上されている会計です。
令和６年度一般会計予算は、当初予算に 202 億 1,000 万円を計上し、前年度からの繰越予算 7

億 6,399 万円と上半期の補正予算 20 億 6,262 万円を合わせると９月末現在の予算現額は、230 億 3,661 万円となっ
ています。これは、令和５年度の同時期と比べると、10 億 4,421 万円の増となっています。詳細は次のとおりです。

贈らない・求めない・受け取らない
政治家の寄附禁止

選挙の有無に関わらず、政治家（候補者、
立候補予定者、現に公職にある者）が選
挙区内の人に寄附を行うことは禁止され
ています。ただし、政治家本人が自ら出
席する結婚披露宴における祝儀または葬
式や通夜における香典（通常一般の社交
の範囲内に限る）は除きます。

後援団体からの寄附禁止
政治家の後援団体（いわゆる後援会など）
が、選挙区内の人に対して、花輪、供花、
香典、祝儀その他これらに類するものを
出したり、後援団体の設立目的により行
う行事や事業に関する寄附以外の寄附を
すると、その時期がいつであっても罰則
の対象となります。

年賀状などのあいさつ状の禁止
答礼のために自筆で行う場合を除き、政
治家が選挙区内の人に対して年賀状など
のあいさつ状を出すことは、選挙の有無や
時期がいつであっても禁止されています。

あなたに知ってもらいたいあなたに知ってもらいたい

三ない運動三ない運動

問選挙管理委員会事務局（総務課内）
（☎ 82・1302／ IP ☎ 88・9068）
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私
た
ち
の
周
囲
で
は
、
様
々
な
形
の
犯
罪
や
事

故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

特
殊
詐
欺
に
つ
い
て
は
、
県
下
全
域
で
毎
日
の

よ
う
に
予
兆
電
話
が
か
か
っ
て
お
り
、
市
内
で
も

被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

事
務
所
等
へ
の
侵
入
盗
や
車
上
狙
い
な
ど
の
被
害

も
発
生
し
て
お
り
身
近
な
脅
威
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市内でも数か月間で
これだけの

犯罪・事故が発生
しているよ

市内の発生状況
（1 月～ 10 月・概数）
【特殊詐欺】
 6 件

（被害額1,504万円）
【侵入盗】
 住宅：1 件
 事務所等：1 件
【交通事故】
 人身事故：25 件
 物損事故：554 件
 死者：1 人

　
ま
た
、
年
末
年
始
は
人
や
車
の
動
き
が
慌
た
だ
し

く
な
り
交
通
事
故
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

地
域
や
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か
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や
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犯
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交
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全
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っ
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な
が
ら
見
守
り
」
な
ど
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通
じ
て
、
犯
罪
や
交
通
事
故
の
被
害
に
あ
わ
な
い

地
域
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く
り
を
目
指
し
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し
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議 席 氏　　名 住　　所
1 松田 麻由子 菟田野大神
2 福⻆ 毅 榛原比布
3 葊長 慎治 大宇陀拾生
4 石本 智明 大宇陀大熊
5 井谷 憲司 榛原天満台西
6 平山 博志 榛原山辺三
7 山本 隆嗣 菟田野大神
8 山本 喜次 大宇陀守道
9 南 隆志 室生無山
10 辻󠄀 公美子（副会長） 榛原雨師
11 字　 幸雄（副会長） 大宇陀下宮奥
12 下村 雅清（会長） 室生上笠間

担　当　地　区 氏　　名 住　　所

第 1 地区
口今井・内原 堀 賢一 大宇陀内原
麻生田・芝生・馬取柿・嬉河原・半阪・小附
の一部 松岡 貞輝 〃小附

第 2 地区
野依 西岡 秀和 〃野依
五津・平尾 　岡 米司 〃五津

第 3 地区 牧・栗野・田原・下片岡・大熊・上片岡・東平尾 栗林 彰弘 〃上片岡
第 4 地区 大東・関戸・宮奥・下宮奥・黒木 新子 昭夫 〃大東
第 5 地区 西山・春日・下竹・岩室・小附（一部を除く） 中西 良夫 〃岩室
第 6 地区 岩清水・才ケ辻・藤井・調子・塚脇 仲川 正彥 〃調子
第 7 地区 本郷・中ノ庄・迫間・（市街地）・拾生 山岡 誠一 〃迫間

第 8 地区
守道 大國谷 博嗣 〃守道
山口・白鳥居・上品・下品・和田・小和田 殿浦 啓市 〃下品

第 9 地区 下芳野・上芳野・岩端・入谷 大木 信浩 菟田野岩端

第 10 地区
宇賀志・駒帰 辻󠄀 清光 〃駒帰
佐倉・稲戸 水上 善次 〃佐倉

第 11 地区 別所・平井・見田 辰巳 忠資 〃別所
第 12 地区 岩崎・古市場・松井・大澤・大神 寺澤 守哉 〃岩﨑
第 13 地区 三宮寺・澤・大貝・山路・石田・母里 荒木 正好 榛原山路
第 14 地区 高塚・池上・福西・比布・栗谷 森開 徹 〃池上
第 15 地区 足立・上井足・下井足 覚地 秀和 〃下井足
第 16 地区 篠楽・雨師・安田・笠間 上垣 龍一 〃雨師

第 17 地区 山辺三・戒場・額井・長峯・福地・赤瀬・天
満台・ひのき坂 三浦 清昭 〃福地

第 18 地区

萩原（玉立・小鹿野・西峠・鳥見町・墨阪・
新吉田・福田・上町・東町・稲荷・新町・宮
本・菟田川・駅前・新駅前・口田辺・奥田辺・
富士見ヶ丘）高萩台・榛見が丘・柳・角柄・
萩乃里

辞職により
11 月 11 日から不在

第 19 地区 檜牧・自明・高井・荷坂 正壽 哲雄 〃自明
第 20 地区 内牧・八滝・諸木野・赤埴 田中 康裕 〃内牧
第 21 地区 大野・三本松 新森 孝男 室生大野
第 22 地区 小原・下笠間 奥中 理史 〃下笠間
第 23 地区 上笠間・深野 中尾 文俊 〃深野
第 24 地区 下田口・上田口・黒岩・室生 椿本 雅偉 〃黒岩
第 25 地区 染田・多田・無山 清水 敏弘 〃多田
第 26 地区 向渕 大門 正司 〃向渕
第 27 地区 西谷・龍口・砥取・滝谷 　峯 文雄 〃龍口

農地の保全と活用の促進を目指します農地の保全と活用の促進を目指します

 農業委員・農地利用最適化推進委員を紹介
　10 月 28 日に新しい農業委員 12 人が市長より任命され、会
長には 下村 雅清氏が選出されました。
　また、農地利用最適化推進委員には 30 人が委嘱されました。

■農業委員とは
　農地の権利移転・設定の許可や転用等について、農業委員会
総会で審議、農地利用最適化推進委員と連携し、現地確認等を
行います。

■農地利用最適化推進委員とは
　担い手への農地利用の集積・集約化、耕作放棄地の発生防止・
解消等の地域における現場活動を行います。

任期はいずれも 10月 28 日から 3年間（前任委員につい
ては、10月28日から後任の農業委員が決定するまで）です。

農地利用最適化推進委員
（第 18 地区のみ）を再募集
農地利用最適化推進委員（第 18地区）
が辞職により不在のため、再募集をし
ます。
【農地利用最適化推進委員（第 18 地
区）募集内容】
■募集地区
第 18 地区 萩原（玉立・小鹿野・西峠・
鳥見町・墨阪・新吉田・福田・上町・東町・
稲荷・新町・宮本・菟田川・駅前・新駅前・
口田辺・奥田辺・富士見ヶ丘）・高萩台・
榛見が丘・柳・角柄・萩乃里
■募集人数　1 人
■任期　委嘱日～令和 9 年 10 月 27 日
■推薦・応募方法
推薦申込書および応募申込書に必要事項
を記入して、農業委員会事務局（農林商
工部農林課内）へ持参して下さい。
※募集要項と推薦・応募申込書は、農業
委員会事務局の窓口に備えるほか、市ホー
ムページからもダウンロードできます。
■募集期間
12 月 2 日（月）～ 27 日（金）
　午後 5 時 15 分まで
■選考スケジュール
・12 月 16 日 ( 月 ) 募集状況の中間報告
・�令和 7 年 1 月 7 日 ( 火 ) 募集状況の最

終報告

問農業委員会事務局
　（☎ 82・5781／ IP ☎ 88・9090）

■宇陀市農業委員（議席順・敬称略）

■宇陀市農地利用最適化推進委員（担当地区順・敬称略）

問農業委員会事務局（農林課内）　（☎ 82・5781／ IP ☎ 88・9090）

全世代が住み続けられるためのまちづくり

① 11 月 7 日からドローンによる日用品配送の実証実験を、室生西谷地域で行って
います。実験初日は、飛行出発場所の室生こもれび市場駐車場で、地元の方に、関
係者による事業の概要説明とドローンの公開を行いました。使用するドローンは、
縦横約 3m の大きさで、30㎏までの荷物を運ぶことが可能です。ドローンの説明
の後、市内の商業施設Ａコープの商品を積んだドローンが室生西谷地域に向けて飛
び立ちました。
② 11 月 9 日は、旧西谷小学校でドローン実演会を開催しました。今回使用するド
ローンや農業用ドローンの実演のほか、小型のドローンの操縦を体験することがで
きました。

自動運転バス・手動運転カートによる実証実験

②手動運転カートでは、榛原天満台地域から商業施設
（Ａコープ、コーナン）の近くまでを２つのルートで
行いました。６人が乗車できるカート車両に、雨除け
シートを装着し、防寒対策を行いました。時速 19㎞
までの走行ですが、車両がカートのためか、実際の速
度以上に感じます。

問政策推進課　（☎ 82・3910／ IP ☎ 88・9094）

ドローンによる日用品配送の実証実験
　次世代技術を利用した県内産業の振興などの解決を図ることを目的とした奈良県の事業に買い物支援に取り組む宇
陀市が実証実験の場として行われました。

①自動運転バスは、昨年度の実証実験から得られた意見等を基に、天
満台東三丁目バス停から榛原駅北口をルートとして、昨年より一回り
大きい 13 人が乗車でき、速度も昨年より速い 35㎞走行できる車両
で行いました。
　発車時刻になると、車両についているカメラで車両付近の交通状況
を感知し安全を確認後、バスが出発。途中、下り坂で時速 35㎞を超
えるときは、自動でブレーキがかかります。また、バスは信号機も赤、
青を認識することから、自動で進むか止まるか判断します。
万が一に備えてドライバーが乗車しているほか、大和富士ホール等で
も車両状況を見守り運行しました。

　11 月６日～ 23 日にかけて、自動運転バス１台と手動運転カート 2 台により、通院や買い物といった日常生活を支
える新たな移動手段を検討するため、榛原天満台地域を中心に、実証実験を行いました。

　通院、買い物支援など日常生活を支える移動手段と
して、今回の実証実験を基に全世代が住み続けられる
まちの実現に向けて取り組みを進めていきます。
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特　
　
集

クリスマス
　
年
末
年
始
に
向
け
て
何
か
と
忙
し

い
12
月
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は

ワ
ク
ワ
ク
が
止
ま
り
ま
せ
ん
。

　

ポ
イ
ン
セ
チ
ア
が
街
角
に
彩
り
を

添
え
て
い
ま
す
。

人差し指で「X」の人差し
指を引いてもみの木の形を
表現

【宴会】両手の丸めた 2 指
を水平に交互に回す 第 53 回

【一年】左こぶしの上を右
手人差し指で一周し

【忘れる】こめかみの横か
ら右手こぶしを上げながら
5 指を開き

忘年会お歳暮

【贈り物を差し出す】手の
ひらを向き合わせた両手を
同時に前へ出す

♦
東
平
尾
自
治
会

会
議
テ
ー
ブ
ル
、
折
り
た
た
み
椅
子

　
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
（
一
般
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
・
地
域
防
災
組
織
育
成
助
成
事
業
）
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な
備

品
や
集
会
施
設
の
整
備
な
ど
に
対
し
て
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
、
市
か
ら
は
次
の
４
自

治
会
お
よ
び
下
片
岡
区
自
主
防
災
会
が
助
成
を
受
け
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な
備

品
を
購
入
し
ま
し
た
。

宝
く
じ
助
成
金
で
地
域
を
活
性
化

問
総
務
課
（
☎
82
・
１
３
０
２
／
IP
☎
88
・
９
０
6
８
）

問
危
機
管
理
課
（
☎
82
・
１
３
０
4
／
IP
☎
88
・
９
０
７
０
）

♦
大
野
中
山
台
自
治
会

会
議
用
テ
ー
ブ
ル
、
椅
子
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
、

ス
ク
リ
ー
ン
、
パ
ソ
コ
ン
、
H
D
M
I
ケ
ー
ブ
ル

♦
上
笠
間
川
上
自
治
会

自
走
式
草
刈
機
ス
パ
イ

ダ
ー
モ
ア
、
ハ
ン
マ
ー

ナ
イ
フ

♦
大
野
下
出
自
治
会

長
胴
太
鼓 

欅
胴
、キ
ャ
リ
ン
グ
ア
ン
プ
、チ
ュ
ー

ナ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
、
ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
、
ワ
イ

ヤ
レ
ス
ア
ン
テ
ナ
、
防
滴
型
2
W
A
Y
ス
ピ
ー

カ
ー
、
ス
ピ
ー
カ
ー
ス
タ
ン
ド
、
ブ
ー
ム
ス
タ

ン
ド
、
マ
イ
ク
ロ
ホ
ン
ス
タ
ン
ド
、
ク
リ
ッ
プ

式
マ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー

♦
自
主
防
災
組
織

　

�

下
片
岡
区
自
主
防

災
会

Ａ
Ｅ
Ｄ
、
バ
ル
ー
ン
投

光
器
、
ガ
ス
式
発
電

機
、ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
、

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト

各政党別得票数（届出順）

自由民主党 ４，３４２票
日本維新の会 ２，２９６票
国民民主党 ８５４．２６２票

参政党 ３９０票
れいわ新選組 ６９４票
社会民主党 ２２２票

公明党 １，８５４票
立憲民主党 ２，４３９．７３7票
日本保守党 ４２７票
日本共産党 ６８２票

選挙区
確定有権者数 ２３，８１４人

投票者数 １４，７１8 人
投票率 ６１．８0％

比例代表
確定有権者数 ２３，８１４人

投票者数 １４，７１9 人
投票率 ６１．８1％

各候補者別得票数（届出順）
原山 だいすけ ２, ８７４票
たのせ 太道 ７，５５５票
太田 あつし １，０３０票

かわと やすし ２，６９４票

選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課
内
）（
☎
82
・
１
３
０
２
／
IP
☎
88
・
９
０
６
８
）

　
10
月
27
日
に
、
第
50
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
の
投
票
率
は
小
選
挙
区
が
6
1
.
8
0
％
、
比
例
代
表
が
6
1
.
8
1
％
で
、
前
回
（
令
和
3
年
）
の

6
2
.
8
7
％
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
1
.
0
7
、1
.
0
6
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
ま
し
た
。

衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
結
果
を

�

お
知
ら
せ
し
ま
す

■投票結果国
道
１
６
５
号
（
中
和
津
道
路
）

�

整
備
促
進
協
議
会
要
望
活
動
実
施

建
設
課
（
☎
82
・
５
６
３
８
／
IP
☎
88
・
９
０
９
５
）

　

10
月
30
日
、
早
期
の
事
業
化
に
つ
い
て
、　

清
水

奈
良
県
副
知
事
へ
要
望
書
を
提
出
い
た
し
ま
し
た
。

　

国
道
１
６
５
号
（
中
和
津
道
路
）
は
、
大
型
車
両

の
対
向
が
困
難
な
区
間
や
見
通
し
の
悪
い
狭
隘
な
箇

所
、
道
路
線
形
の
見
直
し
が
必
要
な
箇
所
、
歩
道
未

整
備
区
間
や
渋
滞
の
発
生
な
ど
車
両
通
行
、
歩
行
者

の
安
全
確
保
に
支
障
を
き
た
し
て
お
り
、
多
く
の
課

題
解
消
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

名
阪
国
道
と
並
走
す
る
国
道
１
６
５
号
（
中
和
津

道
路
）
は
、
沿
線
地
域
の
経
済
活
性
化
、
観
光
振

興
、
ま
ち
づ
く
り
、
医
療
拠
点
へ
の
ア
ク
セ
ス
な
ど
持

続
可
能
な
発
展
の
た
め
に
欠
か
せ
な
い
道
路
で
あ
る
た

め
、
引
き
続

き
、
早
期
事

業
化
に
向
け

て
、
関
係
機

関
と
連
携
し
、

取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

■開票結果

年末

【年】左手こぶしの親指側
に右手人差し指を下してあ
て

指先を前に伸ばした左手の
ひらに右手の指先を直角に
あてる

問
さ
ん
と
ぴ
あ
榛
原

   

（
☎
85
・
２
５
２
５
／
IP
☎
88･

９
０
６
５
）

さ
ん
と
ぴ
あ
榛
原
か
ら
の

お
知
ら
せ

　
当
施
設
は
「
介
護
老
人
保
健
施
設
」（
老

健
）
で
す
。
在
宅
生
活
の
難
し
く
な
っ
た

人
が
暮
ら
す
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
特

養
）
と
は
異
な
り
、
主
に
在
宅
生
活
に
戻

る
こ
と
を
目
指
す
方
が
、
リ
ハ
ビ
リ
や
医

療
的
ケ
ア
、
食
事
や
ト
イ
レ
な
ど
の
介
助

を
受
け
て
過
ご
し
ま
す
。
退
院
後
だ
け
で

は
な
く
、「
入
院
す
る
ほ
ど
で
は
な
い
が
、

体
力
が
落
ち
て
在
宅
生
活
の
継
続
に
不
安

が
あ
る
」
と
い
っ
た
場
合
も
利
用
で
き
ま

す
。
要
介
護
1
以
上
の
方
が
対
象
で
す
。

　

老
健
に
は
、
介
護
職
員
や
リ
ハ
ビ
リ
の

専
門
職
の
ほ
か
に
、
医
師
や
看
護
師
な
ど

の
医
療
職
が
手
厚
く
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
糖
尿
病
治
療
の
た
め
の
イ
ン

ス
リ
ン
注
射
や
、
食
事
を
と
る
の
が
難
し

い
場
合
の
経
管
栄
養
な
ど
医
療
的
な
ケ
ア

が
必
要
な
方
も
、
一
定
程
度
受
け
入
れ
て

い
ま
す
。

　

様
々
な
職
種
が
協
力
し
、
利
用
者
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
の
が
特
徴
で
す
。
当
施
設
で

は
、
リ
ハ
ビ
リ
に
特
に
力
を
入
れ
て
お
り
、

立
っ
た
り
、
歩
い
た
り
な
ど
運
動
の
リ
ハ

ビ
リ
を
指
導
す
る
理
学
療
法
士
、
日
常
生

活
に
必
要
な
動
作
の
訓
練
を
担
当
す
る
作

業
療
法
士
等
の
専
門
職
が
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。

　

自
宅
か
ら
日
帰
り
で
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け

ら
れ
る
「
デ
イ
ケ
ア
」
や
、
短
期
的
に
入

所
す
る
「
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
」
を
併
設
し

て
お
り
、
自
宅
に
戻
っ
た
後
の
暮
ら
し
も

支
え
て
い
ま
す
。
今
夏
は
、
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
が
、
猛
暑
を
し
の
ぎ
、
体
調
を

維
持
す
る
た
め
に
短
期
間
利
用
す
る
ケ
ー

ス
が
あ
り
ま
し
た
。

●レクリエーション等のボランティアを募集

　介護老人保健施設さんとぴあでは、 入居されておら

れる皆さんを楽しませてくださるボランティアを募集し

ています。

　趣味や特技を活かして頂けないでしょうか？簡単な

手工芸や手品、 歌や演奏等、 様々なレクリエーション

ボランティアをお待ちしています。

( 詳細については、 連絡をお願いします )

う
だ
ぢ
か
ら

ま
ち
の
わ
だ
い

み
ん
な
で
子
育
て

お
知
ら
せ

掲
示
板

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

　2024年12月号15 14

病
院
・
あ
ん
し
ん

う
だ
チ
ャ
ン

　2024年12月号


	202412_Part4
	03広報うだトピックス01 複

	202412_Part5
	202412_Part6
	202412_Part7
	202412_Part8

